


















本案は 2017 年 3 月に公開された。また、「教職課程コアカリキュラムの在り方に関する検




































②次期学習指導要領の方向性と教員に求められる資質・能力の 2 点があげられる（表 1）。
とくに、最も大きな要因の 1 つは、2020 年度の学習指導要領完全実施にともなう、小学
校における英語の教科化（第 5・6 学年対象）であり、2018 年度の移行措置期間から始まる現
職小学校教員の研修は喫緊の課題である。そのため、委託事業の 2015 年度スタート当初
は、中・高等学校教員養成は対象外であったことは特筆すべき点であろう（馬場 2017）。以
下に、表 1 の中から、本カリキュラム策定に関わりの深い 5 つの動きの要点をまとめる。
2.2.1 『今後の英語教育の改善・充実方策について～グローバル化に対応した 
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果の活用・普及を図ることであった。コア・カリキュラムは、試案（2016 年 3 月）と本案


















（2016 年 8 月 19 日～2018 年 3 月 31 日）（文部科学省 2016）
本会の目的は教職課程で共通的に身につけるべき最低限の学修内容について検討するこ
とである。文部科学省・初等中等教育局が 2016（平成 28）年 8 月に設置し、検討期間を






























・小学校において外国語活動・外国語の授業ができる国際的な基準である CEFR B1 の英
語力を身に付ける。
3.2.1  外国語の指導法（2 単位程度）
小学校の外国語活動（第 3・4 学年）・外国語（第 5・6 学年）の学習・指導・評価に関する
基本的な知識・指導技術を身に付ける。
1．授業実践に必要な知識・理解





















































理解」の 4 領域である。英米文学と異文化理解については、2016 年の試案で「異文化理
解・文学」として提案されたが、両者では英語教育に資する方向性が異なるため統合する
ことに違和感を覚える、文学の重要性が失われることを危惧するという有識者・学会調査
結果（2016 年 11 月～12 月実施、大学教員 181 名、指導主事 162 名対象）に鑑みて、2017 年
本案では別の領域になった。文学作品の扱いに関しては、単に訳読式の授業に終始するこ
となく、作品の内容を英語で要約する、ディスカッションをするなどの活動を取り入れる


































（15 回授業）の場合、90 分授業×週 2 回、あるいは、通年制（30 回授業）の場合、90 分授
業×週 1 回と考えられる。一方、英語科は 8 単位なので、半期制の場合、90 分授業×週 2
回×4 を確保して学習内容をカバーすることになる。
3.4.2  専門的事項
専門的事項のための単位数を見てみると、英語科は 20 単位であるため、半期制（15 回
授業）の場合、90 分授業×週 2 回×10、あるいは、通年制（30 回授業）の場合、90 分授業×
週 1 回×20 と考えられる。しかし、外国語は 1 単位なので、半期制（15 回授業）では 90
分授業×週 1 回×8 ほどしか確保できない。
3.5　CEFR




ガイドラインである（Council of Europe 2001a）。日本語を含む 40 言語で参照枠が利用されて
いる（2017 年時点）。CEFR による外国語の共通参照スケールは、初級レベルの A1 から、
A2、B1、B2、C1、C2 まで 6 段階に分かれている。それぞれの段階においては、その（目
標）言語を使って具体的に何ができるかという Can Do 形式の能力記述文（self-assessment
statement/can do descriptor）が用いられている。ヨーロッパ評議会は、1993～1996 年に能力
記述文開発のためのプロジェクトを立ち上げたが、様々な側面における「透明性のある能
力記述文（transparent statements of proficiency）」の開発を目指し、それが『ヨーロッパ言語ポ
ートフォリオ（European Language Portfolio）』開発にも寄与することを期待したと述べている
（Council of Europe 2001b: 217）。
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表 2　教員養成コア・カリキュラム（英語）：指導法






































































3.5.1  CEFR 国際スケール
本コア・カリキュラムでは、小学校の外国語で CEFR B1 レベル、中・高等学科の英語科
で CEFR B2 レベルの英語力を身に付けることを目標としている。CEFR 国際スケールによ



















































Can understand the main ideas of complex text on both concrete and abstract topics, including technical discussions in
his/her field of specialisation. Can interact with a degree of fluency and spontaneity that makes regular interaction with
native speakers quite possible without strain for either party. Can produce clear, detailed text on a wide range of subjects







Can understand the main points of clear standard input on familiar matters regularly encountered in work, school, leisure,
etc. Can deal with most situations likely to arise whilst travelling in an area where the language is spoken. Can produce
simple connected text on topics which are familiar or of personal interest. Can describe experiences and events, dreams,







3.5.2  B1 レベル／B2 レベル
小学校教員免許の取得希望者は、「小学校において外国語活動・外国語の授業ができる国
際的な基準である CEFR B1 の英語力を身に付ける」ことが目標である。B1 は、「習得しつ
つある者・中級者（Threshold or Intermediate level）」である。それに対して、中・高等学校の外
国語（英語）教員免許の取得希望者は、「国際的な基準である CEFR B2 レベルの英語力を身
に付ける」ことが目標である。B2 は、「実務に対応できる者・準上級者（Vantage or Upper In-
termediate level）」である。
British Council（2017）によると、CEFR B1 レベルは高校生（TOEFL iBT 57-86、英検 2 級）、
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表 5　教員研修コア・カリキュラム（英語）：英語力の研修項目
























































新たな英語教育（次期学習指導要領）の英語力の目標を、中学校で CEFR A1～A2 程度（英
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バル化に対応した英語教育改革の五つの提言～』，東京：文部科学省.









成 14 年 7 月 12 日）」
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/020/sesaku/020702.htm#plan（2017 年 10 月 28 日引用）
文部科学省（2013）．「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」
http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/__icsFiles/afieldfile/2014/01/31/1343704_01.pdf（2017 年
10 月 28 日引用）
文部科学省（2016）．「教職課程コアカリキュラムの在り方に関する検討会　設置要項（平成 28 年 8 月 2
日）」








成 28 年度報告書（平成 29 年 3 月 20 日）』
http://www.u-gakugei.ac.jp/~estudy/28file/report28_all.pdf（2017 年 10 月 11 日引用）
045英語教員の資質能力の形成─教員養成コア・カリキュラムからの一考察
